
内外交易の拠点として
福井県は北陸道（北国街道）の木

き

ノ
の

芽
め

峠
とうげ

を境に嶺北
と嶺南に分かれる。木ノ芽峠の別名を木

もく

嶺
れい

というから
だ。県庁所在地の福井や越前国の国府があった武生を
擁する嶺北に対し、敦賀の属する嶺南は若狭湾岸の経
済・文化圏で京都や滋賀と親密だ。明治9年（1876）
まで敦賀県、そして滋賀県に編入された時期を経て、
嶺南・嶺北を合わせた現在の福井県の形となり、敦賀
が帰属するようになったのは明治14年（1881）である。

古来、敦賀は日本海沿岸と畿内を結ぶ要衝だった。
北陸の産物は海路で敦賀湊に揚げられ、内陸の疋

ひき

田
た

を
経由して近江国に入り、琵琶湖北岸の塩津または海津
から水路で大津に渡った。近世、西廻り航路が主流に
なると敦賀を素通りする船が増えたが、積替コストが
嵩むものの京・大阪への近道だった敦賀湊も北前船の
寄港地として栄えた。北前船と取引する廻船問屋が繁
盛し、大和田荘

し ょ う べ え

兵衛をはじめとする名跡も登場した。
明治2年（1869）、新政府は内外商業の振興のため

商社機能を持つ通商会社と、貿易金融を担う為替会社
を東京、横浜、大阪、神戸、京都、新潟、大津と敦賀
に置いた。両社の上部機関を通商司といい、敦賀出張
所の初代頭取が8代目の大和田荘兵衛だった。ちなみ
にその末裔が大和田伸也、大和田獏の俳優兄弟である。

また、敦賀は日本海の向こう側の大陸との窓口でも
あった。NHK大河ドラマの「光る君へ」で、後の紫
式部こと“まひろ”が越前守に任官した父・藤原為時
に帯同して越前国に引っ越した。敦賀は若狭湾に面す
るが若狭国ではなく越前国に属しており、越前守が管
掌した。ドラマでは敦賀にあった「松原客館」のエピ
ソードがあった。渤海使を接待する迎賓館だったが、
既に渤海は滅びており宋国人が滞在していた。

鉄道の敦賀
明治2年（1869）に起案された鉄道計画において優

先されたのは東京・横浜と京阪神を結ぶこと、日本海
と太平洋を結ぶことだった。縦横の結節点と目された
のが琵琶湖の水運である。まずは官営鉄道の西端の神
戸から琵琶湖南岸の大津まで、そして敦賀港から琵琶
湖北岸の長浜までを鉄路で結び、大津と長浜は連絡船
で結ぶ構想だった。明治15年（1882）、敦賀港に金ヶ
崎駅ができ、2年後に柳ケ瀬トンネルが開通して長浜
駅まで開業した。敦賀駅は金ヶ崎駅の1つ手前で、気
比神宮の南西にあった。明治29年（1896）、敦賀駅か
ら福井駅まで延伸したが、敦賀駅からスイッチバック
する線形だったため、明治42年（1909）、気比神宮か
ら約1km内陸に後退した場所（現在地）に敦賀駅を移
転した。敦賀駅から金ヶ崎駅までは盲腸線となった。
後の敦賀港線、敦賀港駅である。駅や路線の変遷につ
いては図4も参照のこと。

図1　みなとつるが山車会館に展示されている山車

（出所）本稿の写真はすべて令和6年9月12日に筆者撮影
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鉄道が日本海沿岸に延び
ることは、競合する内航海
運にとって不利となる。そ
こで敦賀港は海外に目を向
けることにした。明治29
年（1896）に特別輸出港、
明治32年（1899）に開港
場（外国貿易港）に指定さ
れる。明治40年（1907）
には横浜・神戸・関門に並
び国の第1種重要港湾と
なった。シベリア鉄道が全
線開通し、敦賀とウラジオ
ストク間の定期航路が開設
され、明治45年（1912）
には、東京の新橋から金ヶ
崎駅（敦賀港駅）から連絡
船に乗り、ウラジオストク
からシベリア鉄道を介して
ヨーロッパに行く「欧亜国
際連絡列車」が開業した。

一等地は東町（旭町）
明治15年の「福井県統計書」によれば、最高地価

の場所は敦賀旭町とあった。「京都税務監督局統計書」
の明治43年（1910）でも同じ場所だった。少なくと
も地価の上では旭町が明治時代の中心地とうかがえ
る。旭町は明治以降の町名で以前は東

ひがし

町
まち

といった。丹
後街道と北陸道に通じる道の間にある。

東町は、気比神宮の例大祭で巡行する山
や

車
ま

を出す町
の1つである。陸道総鎮守、越前国一宮の格式を持つ
気比神宮は大宝2年（702）の修営と伝えられる。山
車巡行は室町時代末期頃にはあったようだ。令和の現
代、山車を出す町は6つあり、東町の他に山車を出す
町は御

ごしょの

所辻
ず

子
し

町、金
かね

ヶ
が

辻
ず

子
し

町、唐
とう

仁
じん

橋
ばし

町、観
か ん じ ゃ

世屋町、
鵜
う

飼
がい

ヶ
が

辻
ず

子
し

町で、町名にちなむ山車を出す（図1）。
町の位置を図2に示したが、この辺りが古くからあっ
た街ということだ。明治に入り東町が旭町、西町が幸
町、御所辻子町が大内町という具合に町名が変わっ
た。さらに戦後の住居表示でかつての町名を辿るのが
難しいほどに変わってしまった。例えば東町、西町近
辺はまとめて相生町になった。

銀行街は東町より浜手にあった。敦賀で最も早かっ
た銀行の設立は明治11年（1878）4月の三井銀行の
支店である。前身の三井組は銀行制度の発足前から県
公金を扱うため敦賀に進出していた。同年12月、大
津で創業した第六十四国立銀行が敦賀に支店を出し
た。福井県で最も早い国立銀行は明治10年（1877）

図3　旧大和田銀行本店（現・敦賀市立博物館）
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図2　市街図 （出所）筆者作成

 84 ファイナンス　2024 Oct.

連
載
路
線
価
で
ひ
も

と
く
街
の
歴
史

16_P83-86_街の歴史_03.indd   8416_P83-86_街の歴史_03.indd   84 2024/10/10   9:24:232024/10/10   9:24:23



に小浜で創業した第二十五
国立銀行で、敦賀には明治
12年（1879）に出店した。

地元本店行ができたのは
それから13年後の明治25
年（1892）11月である。
大和田 荘

しょう

七
しち

が創業した大
和田銀行である。大和田荘
七も事業家の名跡で、8代
目大和田荘兵衛の時代にで
きた分家である。初代頭取
の大和田荘七は名跡の2代
目で、出生名は山本亀次郎
という。本店行舎の2代目
と3代目が現存している。
明治34年（1901）に建て
られた木造2階建の2代目
本店は現在みなとつるが山
車会館の別館となっている。令和3年（2021）に国
の登録有形文化財に登録された。その南隣、現在は敦
賀市立博物館となっている近代建築が3代目の本店だ

（図3）。昭和2年（1927）の竣工の鉄骨煉瓦造3階建
で、平成29年（2017）に国の重要文化財に指定され
た。旧本店が面する通りは現在「博物館通り」という
愛称で呼ばれ、古い町家が並ぶ観光名所になってい
る。新興の大和田銀行が業績を伸ばす中、県外行であ
る三井銀行、第六十四国立銀行は明治27年（1894）
に撤退。代わりに地元商人が敦賀銀行を立ち上げ三井
銀行の跡地に店舗を置いた。

大和田銀行は金沢や大阪にも支店を出し、福井県で
福井銀行と並ぶ大手行に成長していった。昭和11年

（1936）3月、敦賀銀行と第二十五国立銀行の後身で
ある敦賀二十五銀行を合併し嶺南エリアのシェアを高
めた。一県一行主義の下でも福井銀行に合流しなかっ
たが、終戦直後の昭和20年（1945）10月、三和銀
行に吸収された。舞鶴、大阪の支店と本店以外はその
年のうちに福井銀行に譲渡された。本店も昭和37年

（1962）に福井銀行が譲り受けた。
福井銀行が敦賀に進出したのは昭和3年（1928）

である。富貴町に敦賀支店を設けていた嶺南銀行を傘
下に収めた。嶺南銀行は大正9年（1920）に三方郡

南西郷村で設立された。大正11年（1922）に開店し
た敦賀支店を含め嶺南東部に9店舗を擁していた。

もう1つの中心地が御所辻子町である。例大祭で山
車を出す町の1つで、巡行時には必ず先頭を進む。大
和田銀行の通りから通りに沿って東に約400m離れた
ところにあり、明治以降の町名を大内といった。大内
には町役場があった。大正15年（1926）の大蔵省

「土地賃貸価格調査事業報告書」をみると、最高賃貸
価格地点が「大内」とある。大正末期から昭和初期に
かけて一等地が旭町（東町）から東に移ったことを示
唆する。明治40年（1907）には富山に本店を構える
第十二銀行が開店した。現在の北陸銀行である。町役
場は昭和8年（1933）に浜手に移転したが、新庁舎
は大和田荘七が寄付している。昭和49年（1974）、
郊外移転に伴い取り壊され、跡地に市民文化センター
が建った。前面に大和田荘七像がある。

最高路線価は本町通りから駅前に
戦後、路線価制度が始まった昭和30年（1955）の

路線価図をみると、最も路線価が高かったのは気比神
宮の南側の道路2区画分と、東側の道路の1区画分
だった。昭和48年（1973）の地点名は「本町1丁目
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（出所）�地理院地図Vectorから�
筆者作成

図4　広域図
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ナカネ洋装店前通り」とある。洋装店は気比神宮の南
にあった。その後、同じ本町通りを南下し、昭和62
年（1987）に敦賀市本町2丁目汐屋金物店前本町通
りとなる。金物店は、昭和52年（1977）に旧富貴町
から移転していた福井銀行敦賀支店の隣にあった。本
町通りの南端、駅前通りとの交差点の北西角に現在ア
ル・プラザ敦賀がある。昭和48年（1973）の開店当
初は平和堂の敦賀店（第8号店）だった。平和堂は滋
賀県彦根市が発祥の総合スーパーで、敦賀店は滋賀県
外で初めて出した店舗だった。2000年の建て替えと
ともにアル・プラザに変更された。

その後、自動車の普及とともに都市機能の郊外移転
が進んだ。木崎通りを中心にロードサイド店が集まっ
た。平成2年（1990）にはショッピングモールの
ポー・トンが開店。地元の協同組合つるがセントラル
プラザと中部地方を本拠とするスーパー大手、ユニー
の共同開発によるものだ。核店舗はユニーの総合スー
パー業態のアピタだった。現在はMEGAドン・キホー
テUNY敦賀店になっている。

郊外化が進むにつれ本町通りをはじめとする旧来の
中心市街地の衰退が目立ってきた。平成21年（2009）
12月を始期とする「敦賀市中心市街地活性化基本計
画」では、空き店舗問題が解消しない原因として「商
店主の高齢化による空き店舗化が増加していること」

「所有者の意向により賃貸不可としている空き店舗が
あること」を挙げている。計画期間は平成27年（2015）
3月までだったが、その翌年の平成28年（2016）の
最高路線価地点は「白銀町敦賀駅前広場通り」となり、
一等地の座を駅前に譲った。本年の駅前の路線価は
m2当たり69,000円だった。前の最高路線価地点のア
ル・プラザ前が同64,000円、その先代の気比神宮前
が同57,000円である。郊外で最も高いドン・キホー
テ前は59,000円で昭和時代の一等地より高い。

新幹線とバイパスと「歩く街」
今年3月16日、北陸新幹線が敦賀駅まで延伸され、

様々な面で変化がみられる。新幹線駅の裏手には東口
広場に加え、駅から国道8号線敦賀バイパスや北陸自
動車道に連結するアクセス道ができた。車社会が一段
と進みそうな一方で、かつての中心市街地の「歩く街」

への再生もうかがえる。平成20年（2008）に敦賀バ
イパスが開通し、旧8号線である本町通りの通過交通
が減ることが見込まれた。そこで、気比神宮からア
ル・プラザまでの900mの区間の車道を4車線から2
車線に減らし、代わりに歩道をアーケードから大きく
張り出す形で拡げることにした。本町通りに続く駅前
通りは車道の駐車帯が廃止され、歩道が拡幅された。
本町通りと駅前通りは「シンボルロード」と称され、
松本零士作の「銀河鉄道999」、「宇宙戦艦ヤマト」の
キャラクターのモニュメントが設置されている。敦賀
が港（船舶）と鉄道の街であることにちなんだものだ。

歩く街への再生が進んだことで高まったのは住民の
心
W e l l - b e i n g

地よさだけではない。街歩き観光の魅力も高まっ
た。地域資源に恵まれ観光振興の期待も高い。例え
ば、赤レンガ倉庫の貿易港や鉄道遺産からなるレトロ
な雰囲気といえば横浜や門司が知られるが、敦賀の場
合、これらは平成11年（1999）の敦賀港開港100周
年記念事業「つるが・きらめきみなと博21」の会場
として整備された金ヶ崎緑地の周辺にある。敦賀の赤
レンガ倉庫は元々紐

ニューヨーク

育スタンダード石油会社（現・エ
クソンモービル）が使っていたもので、明治38年

（1905）築だ。現在はレストランとジオラマ館になっ
ている。鉄道遺産としては初代の金ヶ崎駅を模した

「敦賀鉄道資料館」がある。実際に金ヶ崎駅があった
場所には、駅を含めた4棟を模した「人道の港 敦賀
ムゼウム」がある。杉原千畝が発給した“命のビザ”
を携えたユダヤ難民が敦賀に入港したことにちなむ。

プロフィール

大和総研主任研究員　鈴木 文彦
仙台市出身、1993年七十七銀行入行。東北財務局
上席専門調査員（2004-06年）出向等を経て2008年
から大和総研。主著に「公民連携パークマネジメン
ト：人を集め都市の価値を高める仕組み」（学芸出版社）

図5　減幅後の本町通り
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